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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

他
人
の
行
為
が
原
因
で
負
傷
し
た

り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

を
「
第
三
者
行
為
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
医
療
費
は
、

被
害
者
に
過
失
の
な
い
限
り
、
原

則
と
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
被
保
険
者

証
は
原
則
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
が
交
通
事
故
な
ど

に
遭
い
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い

が
す
ぐ
に
解
決
し
な
い
な
ど
の
場

合
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
被
保

険
者
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
で
は
、

一
時
的
に
総
医
療
費
の
７
割
～
８

割
を
立
て
替
え
、
後
で
被
害
者
に

代
わ
っ
て
加
害
者
に
医
療
費
を
請

求
し
ま
す
。

　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
届
け
出
を
す
る
前
に
示
談
を
し

た
り
、
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場

合
や
、
同
課
へ
届
け
出
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
被
保
険
者
証
が
使
用

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
医
療
費
は
、
加
入
者
の

保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
財
源
を
有
効
に
使
う

た
め
に
も
、
第
三
者
行
為
に
よ
る

治
療
で
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使

う
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
３
へ
。

次
の
２
種
類
で
す
。

①
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
（
高
齢
者
一
般
調
査
）

　
【
対
象
者
】要
介
護
１
～
５
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い　
歳
以
上
の

６５

方②
在
宅
介
護
実
態
調
査
（
在
宅
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
調
査
）

　
【
対
象
者
】
要
支
援・要
介
護
認

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
状
況

や
課
題
、
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、

３
年
３
月
に
策
定
を
予
定
し
て
い

る
「
第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
反
映
す

る
た
め
、
市
内
に
住
む　
歳
以
上

６５

（
無
作
為
抽
出
）
の
方
を
対
象
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
在
宅
で

生
活
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
と

そ
の
家
族
の
方

　
調
査
票
の
配
布
（
郵
送
）
は
、

年
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
け
る
今
後
の
高
齢
者
施

策
、
介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を

検
討
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
方

か
ら
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
取
り

入
れ
て
い
く
た
め
の
調
査
で
す
の

で
、
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
８
１
８
へ
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

「
贈
ら
な
い
！
」、有
権
者
は
政
治

家
に
寄
附
を「
求
め
な
い
！
」、政

治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

「
受
け
取
ら
な
い
！
」
の
「
三
な

い
運
動
」
を
皆
さ
ん
で
徹
底
し
、

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
※
こ
こ
で
い
う
「
政
治
家
」
と

は
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加
え
、

候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
人
も
含
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
４
７
０
・
７
７
９
０
へ
。

　
【
会
場
】警
視
庁
鮫
洲
運
転
免
許

試
験
場
４
階
（
品
川
区
東
大
井
１

ノ　
ノ
５
）

１２
　
【
内
容
】加
齢
に
伴
う
身
体
機
能

の
低
下
な
ど
に
つ
い
て
医
師
な
ど

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
そ
の
家
族

を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
前

１１

２４

　
時
～
午
後
３
時

１０

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
俊

敏
性
測
定
や
免
許
返
納
時
の
特
典

に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
同
時

に
開
催
し
ま
す

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
都
交
通
安
全
課
☎
０

３
・
５
３
８
８
・
３
１
２
５
へ
。

　
【
募
集
の
種
類・対
象
】
①
世
帯

向
け
（
一
般
募
集
住
宅
）
②
若
年

夫
婦
・
子
育
て
世
帯
向
け
（
定
期

使
用
住
宅
）
③
居
室
内
で
病
死
な

ど
が
あ
っ
た
住
宅
。

　
※
①
～
③
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し
込

み
資
格
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
募

集
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
・
場

所
】
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く　
月
１１

５
日
（
火
）
～　
日
（
水
）
に
、

１３

都
市
計
画
課（
市
役
所
５
階
）、上

の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各

連
絡
所
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、

都
庁
案
内
所
、都
内
各
市
区
役
所・

町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
、
同

公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
。

　
な
お
、　

月
９
日
（
土
）・　
日

１１

１０

（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

～
午
後
５
時
は
、
都
庁
第
一
本
庁

舎
１
階
北
側
東
京
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

　
※
配
布
期
間
中
は
同
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://www.to-kou

sya.or.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。
　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
月
）

１１

１８

ま
で
に（
必
着
）、募
集
案
内
に
同

封
の
申
込
書
・
封
筒
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
☎
０
３
・
３
４
９
８
・
８
８
９

４
、　

月
５
日
（
火
）
～　

日

１１

１８

（
月
）
は
☎
０
５
７
０・０
１
０・

８
１
０
（
い
ず
れ
も
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
へ
。
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月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

１１
　

月　

日（
い
い
み
ら
い
） 

１１

３０

は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生

労
働
省
と
協
力
し
て
、
毎
年　
１１

月
を
「
ね
ん

き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、

皆
さ
ん
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
は
、
全
国
各
地

の
「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設
や
、

大
学
・
高
等
学
校
な
ど
の
教
育
機

関
や
事
業
所
な
ど
で
の
年
金
セ
ミ

ナ
ー
や
年
金
制
度
説
明
会
の
開
催

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、　

月　
日
は
、
自
身
の

１１

３０

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
み

額
を
確
認
し
、
老
後
の
生
活
設

計
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
「
年
金

の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
同
ネ
ッ
ト
は
、

自
分
の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
存
じ
で
す

ご
存
じ
で
す
かか

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
場
合

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
場
合
のの

治
療
と
国
民
健
康
保

治
療
と
国
民
健
康
保
険険

東
久
留
米
市
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

月
1
日
～
１
月

日

　

月
1
日
～
１
月　

日
はは

１２１２

３１３１

寄
附
禁
止
強
化
期
間
で

寄
附
禁
止
強
化
期
間
で
すす
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運
転
免
許
に
関
す

運
転
免
許
に
関
す
るる

「
休
日
家
族
相
談
会

「
休
日
家
族
相
談
会
」」

　
市
で
は
、
市
営
自
転
車
等
駐
車

場
を
東
久
留
米
駅
西
側
に
５
カ
所
、

駅
東
側
に
１
カ
所
の
計
６
カ
所
確

保
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
民

有
地
を
借
り
上
げ
て
運
営
し
て
お

り
、
返
還
す
る
際
の
代
替
と
な
る

自
転
車
等
駐
車
場
用
地
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
な
ど
、
自
転
車
等
駐

車
場
の
安
定
的
な
供
給
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
恒
久
的
な
自
転
車
等

駐
車
場
の
確
保
に
向
け
て
、
平
成

　
年
３
月
に「
東
久
留
米
市
駅
周
辺

３０自
転
車
等
駐
車
場
整
備
計
画
」を

策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
き
自
転

車
等
駐
車
場
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。同
年　
月
に
は
、東
久
留
米
駅

１１

西
口
第
１
お
よ
び
第
２
自
転
車
等

駐
車
場
を
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

都
市
計
画
施
設
に
位
置
付
け
、
元

年
８
月
に
は
整
備
の
事
業
認
可
を

取
得
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、

事
業
認
可
を
取
得
し
た
同
駐
車
場

（
自
転
車
駐
車
場
）の
事
業
概
要
に

関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
木
）
午
後

１１

２１

６
時
半
～
８
時

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

（
市
役
所
１
階
）

　
※
駐
車
場
（
有
料
）
に
は
限
り

が
あ
る
の
で
、
車
で
の
来
場
は
で

き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
管
理
調
整
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

東
村
山
都
市
計
画
駐
車

東
村
山
都
市
計
画
駐
車
場場

東
久
留
米
駅
西
口
第
１
お
よ
び
第
２
自
転
車
駐
車

東
久
留
米
駅
西
口
第
１
お
よ
び
第
２
自
転
車
駐
車
場場

整
備
に
係
る
事
業
概
要
説
明
会
を
実
施
し
ま

整
備
に
係
る
事
業
概
要
説
明
会
を
実
施
し
ま
すす

　
２
年
１
月　
日
（
祝
）
に
生
涯

１３

学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、「
成
人

の
日
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
平
成　
年
４
月
２
日

１１

～
平
成　
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

１２

た
方
で
す
。
案
内
状
は
、　

月　
１０

３１

日
現
在
、
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

に　
月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で

１１
す
。
案
内
状
が
届
か
な
い
方
、　
１１

月
１
日
以
降
に
転
入
の
届
け
出
を

さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
式
典
は
会
場
の
都
合
に
よ

り
、
中
学
校
の
通
学
区
域
で
分
け

て
２
回
行
い
ま
す
。

　
【
１
回
目
＝
午
前　
時
半
か
ら
】

１０

久
留
米
中
学
校
・
西
中
学
校
・
南

中
学
校
の
通
学
区
域
の
方

　
【
２
回
目
＝
午
後
１
時
半
か
ら
】

東
中
学
校
・
大
門
中
学
校
・
下
里

中
学
校
・
中
央
中
学
校
の
通
学
区

域
の
方

　
※
い
ず
れ
も
開
始　
分
前
か
ら

３０

受
け
付
け
。

　
【
ご
注
意
】来
場
に
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
車
で
お
越
し
の
際
は
近
隣

の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
会
場
や
近
隣
店
舗
の
駐
車
場
、

路
上
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
障
害
の
あ
る
方
に
は
駐
車
場

を
用
意
し
ま
す
の
で
、
市
文
化
協

会
☎
４
７
７
・
４
７
０
０
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】
手
話
通
訳
あ
り

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
☎
４
７
０
・

７
７
８
４
へ
。

２
年
１
月　

日
（
祝
）
に

１３

「
成
人
の
日
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

住
宅
借
入
金
等 

特
別
税
額
控
除 

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

　
消
費
税
率　
％
が
適
用
さ
れ
る

１０

住
宅
取
得
等
に
つ
い
て
、
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
控
除
期
間
が
３
年
間

延
長
さ
れ
、　

年
間
に
な
り
ま
す

１３

（
現
行　
年
間
）。

１０

　
　
年
目
以
降
の
３
年
間
に
つ
い

１１
て
は
、消
費
税
率
引
き
上
げ
分（
２

％
）
の
負
担
に
着
目
し
た
控
除
額

の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
各

年
に
お
い
て
次
の
①
・
②
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
が
税
額
控
除
さ

れ
ま
す
。
①
建
物
購
入
価
格
の
２

％
を
３
で
割
っ
た
金
額
②
住
宅
ロ

ー
ン
年
末
残
高
の
１
％
の
金
額

　
【
ご
注
意
】前
記
所
得
税
の
改
正

に
伴
い
、
住
民
税
に
お
い
て
も　
１１

年
目
以
降
の
３
年
間
に
つ
い
て
、

所
得
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

金
額
が
住
民
税
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
（
最
高　
万
６
５
０
０
円
）

１３

▼
２
年　
月
末
居
住
分
ま
で
の
個

１２

人
住
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税 

制
度
の
見
直
し

　
制
度
の
健
全
な
発
展
に
向
け
て
、

過
度
な
返
礼
品
を
送
付
し
、
制
度

の
趣
旨
を
歪
め
て
い
る
よ
う
な
団

体
に
つ
い
て
、ふ
る
さ
と
納
税（
特

例
控
除
）
の
対
象
外
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
見
直
し

が
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応

す
る
た
め
の
個
人
住
民

税
の
非
課
税
措
置

　
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た

め
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
お
り
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
３
５
万
円
以
下
で
あ
る
ひ

と
り
親
に
対
し
、
個
人
住
民
税
を

非
課
税
と
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】令
和
３
年
度
分
以
後

の
個
人
住
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す

　
詳
し
く
は
課
税
課
市
民
税
係
☎

４
７
０
・
７
７
２
５
へ
。

平
成　

年
度
の

３１主
な
税
制
改
正
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
一
般
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
な
ど
）

を
法
令
な
ど
（
※
）
に
よ
り
認
め

ら
れ
た
焼
却
設
備
を
使
用
し
な
い

で
焼
却
す
る
こ
と
（
例
＝
ド
ラ
ム

缶
や
一
斗
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板

の
囲
い
で
の
焼
却
）
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物

も
、
法
令
な
ど
で
処
理
方
法
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
野
外
焼
却
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※
法
令
な
ど
＝
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
▼
都
民

の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
条
例

◎
野
外
焼
却
の
例
外

　
一
般
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
の
禁

止
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
例

外
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
伝
統
的
行
事
、
風
俗
慣
習
的
行

事
の
た
め
の
焼
却
行
為
＝
「
お 
焚 た

き
上
げ
」「
祭
り
」な
ど
▼
学
校
教

育
お
よ
び
社
会
教
育
活
動
上
必
要

な
焼
却
行
為
＝
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
」
な
ど
▼
市
長
が
特
に
や

む
を
得
な
い
と
認
め
る
焼
却
行
為

＝「
災
害
時
の
応
急
対
策
の
た
め
」

「
樹
木
や
農
作
物
の
病
害
虫
の
防

除
な
ど
農
業
を
営
む
上
で
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
」
な
ど

　
た
だ
し
、
例
外
事
項
で
あ
っ
て

も
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周

辺
か
ら
の
通
報
や
苦
情
が
発
生
し

た
場
合
、
現
場
で
の
指
導
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
焼
却

禁
止
の
例
外
行
為
を
行
う
場
合
は
、

次
の
事
項
を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
枝
木
や
落
ち
葉
は
よ
く
乾
燥
さ

せ
る
▼
量
は
必
要
最
小
限
に
す
る

▼
時
間
は
極
力
短
く
す
る
▼
天
候
、

風
向
き
、
時
間
帯
を
考
慮
す
る

◎
野
外
焼
却
し
な
い
た
め
に

　
周
辺
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次
の
方

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
落
ち
葉
や 
剪  
定 
枝
は
敷

せ
ん て
い

地
が
あ
る
場
合
に
は
埋
め
戻
す
▼

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
小
出
し
に

出
す
（
剪
定
枝
は
電
話
予
約
で
、

ご
み
対
策
課
☎
４
７
３
・
２
１
１

７
が
回
収
し
ま
す
）

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。


